
 

たむら・きさく 
 

福山誠之館校長（第１０代） 

 

経 歴 

生：慶応４年（１８６８年）６月１６日、岡山市生まれ 

没：（不明） 

在 任 期 間 

大正元年（１９１２年）１０月５日～大正６年（１９１７年）７月９日 

（４年８ヶ月） 

略 歴 

明治２６年（１８９３年）７月 ２５歳 第一高等学校第一部卒業 

明治２９年（１８９６年）７月１０日 ２８歳 帝国大学文科大学英文学科を卒業 

明治３１年（１８９８年）６月２０日 ３０歳 徳島県尋常中学校教諭 

明治３２年（１８９９年）４月１日 ３０歳 徳島県徳島中学校教諭 

明治３６年（１９０３年）３月１３日 ３４歳 愛知県立第三中学校校長 

明治３９年（１９０６年）９月１１日 ３８歳 富山県立高岡中学校校長（第４代） 

大正元年（１９１２年）１０月５日 ４４歳 広島県立福山中学校（誠之館）校長（第１０代） 

大正６年（１９１７年）７月９日 ４９歳 広島県立福山中学校校長を退任 

大正６年（１９１７年）７月１０日 ４９歳 山梨県立甲府中学校校長兼教諭 
 

関 係 年 表 

大正元年（１９１２年）１１月２５日 校歌制定「神仙遊ぶ」 

大正元年（１９１２年）１２月１５日 父兄懇談会開催（以後毎年開催） 

大正２年（１９１３年）１月２０日 「義士会」開催（以後毎年開催） 

大正２年（１９１３年）２月７日 「広島県立中学校学則中改正」 

大正３年（１９１４年）１２月６日 本館第一棟改築・竣工 

大正５年（１９１６年）１１月１８日 本館中校舎改築・竣工 
 

 



生い立ちと学業、業績 

「事績・業績」 

福中後期の特色は生徒定員の増加による学校規模の拡大と内容の充実だというが、校長とし

ての行政面での取り組みと、教育内容面での取り組みにこの校長の役割は大きかった。  

１、老朽化した校舎の撤去、新築が進められ、校長はその計画・竣工に中心的に関わった。 

２、校歌制定とか、父兄懇談会の定期的開催など、教育内容の充実に努めた。 

 

特に校歌制定の経緯について記しておく。 

 

この校歌の制定は、明治末年青木儀太郎校長によって発案され、すでに作詞も卒業生葛原

しげる氏に依頼ずみであったが、同校長の転任により、立ち消えとなっていた。そこで田村校

長は就任後直ちにこの企画をうけつぎ、作詞を本校樋口慶千代教諭に依頼した。そこで出来

上がったのが、「神仙遊ぶ」である。以後昭和７年（１９３２年）の新校歌制定まで、歌い継がれ

ていった。 

 

また、この校長は教科指導に極めて熱心であった。普通校長は講話などを行うことはあって

も、教科指導を行う場合は稀であるが、この校長はそれを行ったようである。 

 

「あの頃の教師は、今から思えば個性の強い人達が多く、いわゆる偉い先生が多かったように

思うし、それを今なお幸福に思っている。田村喜作校長は５年生の時インピリアルリーダーを

教えて下さったが、１つのセンテンスを分析しながら講義を進められ、主として英語で話された

のだが、日本語による講義よりもよく理解が出来、本当にあり難く思ったことである。」（鳥山進

－大正５年卒業『温故知新』より）（出典１） 

 

「本校教育の目的は、生徒をして勅語の趣旨を守り、忠良にして常識あり、身体強健にして大

胆によく世界に眼を放ち、立憲国民として時代に適合する人物を養成せんとす。」と述べ、ま

た、「諸君は常に読書家であれ。万一事故死することあるも、さすが福中の生徒だとの讃辞を

得られるようにせよ。」と諭したという。 

 

大正時代の教養主義を誠之館教育に注入しようとした一つの表れでもあろうか。   松岡義晃

（昭和２８年卒） 

 

出典１：『回顧－誠之館時代の思い出－』、２０頁、「温故知新」、鳥山進、福山誠之館同窓会編刊、昭和５８年５月１５日 

関連情報１：『誠之館百三十年史（上巻）』、８２０頁、福山誠之館同窓会編刊、昭和６３年１２月１日 

関連情報２：『高岡中学・高岡高校百年史』、６０・６２・１３８頁、高岡高等学校百年史編集委員会編刊、平成１１年３月３０日 

２００４年１０月２７日更新：経歴●２００５年４月４日更新：関係略歴・本文●２００５年７月１５日更新：経歴・関連資料●２００６年３

月２７日更新：本文●２００８年４月２８日更新：経歴●２００９年１１月２４日更新：本文● 

 


